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【背景および目的】 

我々は、表面弾性波（SAW）デバイス向け材料として使用されるタンタル酸リチウム（LT;LiTaO3）単結晶につ

いて、低温度勾配化下で結晶成長が可能でリネージやクラックなどの低減が期待できる垂直ブリッジマン

（VB ;Vertical Bridgeman）法 1)を用いた結晶育成の検討を進めている。前回、高周波誘導加熱方式に比べ育成炉の

低コスト化が可能なカーボンヒータを用いた抵抗加熱方式の VB 法について検討し、LT 単結晶の育成に成功した

ことを報告した 2)。今回は、LT 単結晶の大口径化に伴うクラック発生の抑制について検討を行ったので、その結

果について報告する。 

【実験方法】 

LT結晶育成はカーボンヒータを用いた抵抗加熱式VB 炉にて、Ar 雰囲気中で行った。るつぼには、2インチφ

の肉厚を変化させた2種類の白金製るつぼを使用した。面方位42°RYのLT種子結晶を用いて、実験炉内の固液界

面近傍の温度勾配は10～20℃/cm、成長速度2mm/hとして、VB法にて結晶成長を行った。育成結晶は炉から取り出

した後、大気中、1400℃で熱処理を行った。その後、クラック発生および結晶形状について、観察・評価し、考

察を行った。 

【実験結果・考察】 

 肉厚の厚いるつぼを使用した場合、育成した結晶の傾斜はほとんど見られなか

ったが、クラックが発生し単結晶を得ることが出来なかった。一方で、肉厚の薄

いるつぼを使用した場合には、結晶が傾斜したものの、クラック発生は見られず、

Fig.1に示す単結晶を育成することに成功した。 

LT単結晶の線膨張係数は、Ｘ軸およびＹ軸に対し、Ｚ軸が極端に小さい 3）。そ

のため、42°RYで結晶育成した場合、育成直後の高温状態では傾斜のない結晶で

あっても、室温まで冷却する過程で徐々に傾斜すると考えられる。したがって、

肉厚が厚いるつぼの場合、冷却過程の結晶の変形にるつぼ変形が追従できずクラ

ックが発生したと推察される。一方、るつぼの肉厚が薄い場合は、結晶の変形に

るつぼの変形が追従可能であり、結晶傾斜は起こるもののクラックの発生は抑制

されたものと推察される。 
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Fig.1 Photograph of 

 2”φ-LiTaO3 single crystal 

 by VB technique 
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